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研究成果の概要（和文）：脳神経外科診療にWeb会議システムを導入し、施設相互間での合同カンファレンス、症例相
談、手術支援を実施した。Web会議システムにより、遠隔地及び離島に勤務する医師の教育と診療相互支援が可能であ
る。特に、単一施設では経験数が限られる疾患についても、診療知識の獲得しうる点が大きな成果であった。症例につ
いては、在籍する複数医師の意見・討論を経たうえで、治療方針を決定することが可能であった。手術動画供覧に関し
ては、動画供覧に適した通信速度の確保が必要である。手術指導で、より精度の高い通信を手術場に整備する必要があ
り、小中規模施設においては対費用効果を考慮する必要があると考えられた。

研究成果の概要（英文）：We made the introduction of Web meeting to our medical care of neurosurgical field
, and conducted joint meeting, case consultation, and operative support. By using the system of Web meetin
g, we made it possible that we should educate the doctors in remote location or isolated island and mutual
ly support medical care. It was the big product that they could get the clinical knowledge, especially abo
ut less common disease. About case consultations, we could make a decision about the treatment strategy th
rough the comment or argument between several doctors. About joint viewing of operating video, it is neede
d to be secured of the baud rate suitable for joint viewing. We are needed to put more accurate telecommun
ications system in operating rooms, so we should give considerations to cost effect in small or medium-sca
le establishments.
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ITKarte system 

１．研究開始当初の背景 
地域医療の担い手となる医師、さらに新
たな外科医の不足が言われて久しい。医師
不足のなかで、若手医師の教育には多くの
問題が指摘されている。鹿児島大学脳神経
外科では、多くの遠隔地及び離島医療を関
連施設として担っているが、継続的な若手
脳神経外科医師の教育や診療支援の困難性
が問題となっている。具体的には、日々の
外来・病棟診療、救急患者の対応、手術等
に忙殺され、診療知識獲得のための学会・
研究会への参加、手術指導を受ける機会の
確保が困難な状況にある。 
IT 技術の進歩に伴い、遠隔地であっても
診療情報や検査・画像所見の閲覧は容易と
なっている。しかし、複数の施設間で定期
的にカンファレンス・診療相談を実施する
ことが、脳神経外科医の能力向上・維持の
ために重要と考えられる。 
そこで、Web 上での診療ネットワークを
形成することで、合同カンファレンス、症
例相談、手術支援といった相互支援型の交
流システムが形成可能と考えられた。 

診療ネットワーク 
 

２．研究の目的 
Web 会議システムを用いて合同カンフ
ァレンス、症例相談、手術支援を実施する
ことにより、遠隔地及び離島医療を担う若
手・地域脳神経外科医師の教育と、診療相
互支援を行うシステムの構築を行い、その
有効性を検証することを研究の目的とし
た。 
 
３．研究の方法 
鹿児島大学脳神経外科を中核施設とし
てここにネットワークサーバーを設置し、
離島を含めた各地域 7 施設を研究協力施
設とした。既存のインターネット環境を
使用し、会議用カメラ・マイクを設置す
ることで、「Skype」を用いた Web 会議を
可能とした。 

 この Web 会議システムを用いて、各研究
協力施設との合同カンファレンス、症例
相談、手術支援・見学を実施した。 
 2 年間の運用期間を設けた後、質問票と
実態調査により、①研修機会の改善が得
られたか、②診療連携の有用性及び高次
機能病院受診対象外の患者に対する受診
抑制効果が得られたか、③遠隔支援によ
る手術成績の向上、について評価を行う
こととした。 
 
４．研究成果 
当初予定した 7 施設のうち、協力施設
の倫理委員会承諾の得られた 3 施設にカ
メラ・マイクを設置した。 
まず合同カンファレンスを複数回開催
したところ、特に単一施設では経験症例
数が限られる悪性脳腫瘍、てんかん、脊
椎、小児疾患において、学会・勉強会へ
の参加では得難い実診療に於ける知識・
情報の獲得が大きい、との評価を参加医
師より受けた。また若手医師に於いては、
プレゼンテーション・討論の能力向上に
寄与したものと思われる。 
症例相談については、予め IT Karte 
system により病状・治療経過、検査・画
像所見に関する情報を得た上で同 Web 会
議を行った。これにより、在籍する複数
医師の意見・討論を経たうえで、治療方
針の決定が行い得た。 

手術支援については、実際にカメラ・
マイクを手術施設に持ち込み術中に運用
されたのは 1 施設のみであった。術野所
見を評価しながら検討を行いつつ、切除
範囲の決定等に有益であった。本研究期
間中、鹿児島大学病院での手術を他施設
より Web 見学する機会は得られなかった。 
遠隔地及び離島医療を担う若手・地域
脳神経外科医師の教育、診療相互支援を
行うシステムとして、Web 会議システム
は有効なツールであることを確認した。
一方、当初予定した施設のうち研究参加
が得られた施設数は限定的であり、今後
多施設間での Web 会議の実施を検証する
必要がある。 
また本研究では「Skype」を使用して



Web 会議を行ったが、良好な音声通信が
行われたものの、速い動きや詳細な術野
所見について画像上の問題点が指摘され
た。今後、インターネット回線のさらな
る機能向上により、画像面での改善が期
待される。 
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